


公益社団法人日本口腔インプラント学会 関東・甲信越支部 

令和２年度 第１回代議員会 議事録 

 

日 時  ： 令和 2年 4月 26 日（日）～5月 6日（水） 

  場 所  ： 学会支部ホームページ上資料にて開催 

 

出席者 93 名：  

オブザーバー 1 名：  

 

 

１． 議事録署名人選出   

執行部一任が承認され、志賀泰昭先生 若井広明先生が指名された。 

２．  

３． 確認事項 

（１）出席者総数 93 名であり代議員 107 名の過半数を超えているので、本代議員会は成立

することになった。 

（２）関東・甲信越支部 令和元年度 第３回代議員会議事録（資料１） 

出席者欄に阿部伸一先生を追記修正した。 

４． 報告事項 

（１）日本口腔インプラント学会 本会現況報告 

各理事より、以下の内容が報告された。 

井汲 憲治 理事：総務委員長 

総務委員会では学会の中・長期的な戦略会議を開いて中・長期的な課題に対して意見を取り

まとめている。また会則委員会と表彰委員会あわせて検討している。これまでの、主な成果

としては研究推進委員長にもご参加いただき、日本口腔インプラント学会によるインプラ

ント治療のガイドラインを策定することが決まり、研修推進会で作業がスタートしている。 

 

大久保 力廣 理事：編集委員長 

①和文誌 33 巻１号を発行した．今号には第 50 回学術大会開催に関する案内を掲載し，フ

ライヤーを同封したが，開催方法の変更に関する学会執行部の決定に対応できず，会員に混

乱を与えてしまうこととなった． 

②和文誌 33 巻１号から英文誌 International Journal of Implant Dentistry (IJID) 掲載

論文の紹介を開始した． 

③創立 50 周年記念誌への掲載を目的に，これまでインプラント治療に貢献された先生方と

座談会を行っているが，和文誌への掲載も検討している． 



 

田中 譲治 理事：専門歯科衛生士委員長 

①2020 年 2 月 2 日、笹川記念会館において、2019 年度専門歯科衛生士口述試験が受験者  

66 名で行われ、専門歯科衛生士合格者 61 名（不合格者 5名）と判定された。 

②2019 年度専門歯科衛生士更新書類審査について  

更新申請者 125 名（内書類不備 4 名）、更新延期希望者 12 名、未提出 14 名、辞退 8名、退

会 19 名） 

③2020 年度 JSOI インプラント専門歯科衛生士試験申込受付期間 

 2020 年 9 月 23 日（水）～10 月 7 日（水）（消印有効）  

試験実施日程 2021 年 2 月 7 日（日） 

④歯科衛生士優秀発表賞（ヒューフレディ賞）審査委員の増員について 

委員会委員に加えて、各支部長（6支部）から推薦された専門歯科衛生士 6名程度  

が増員されます。 

⑤2019 年度資格更新者の認定証につきまして、新型コロナウイルス拡大の影響による印刷

業者の納期遅れのため発送が遅れております。 

 

矢島 安朝 理事：学術委員長 

学術委員会としても準備をして参りました第 50 回学術大会等に関しての変更は、井汲大会

長の報告にある通りです。大会進捗状況をご参照ください。 

 

簗瀬 武史 理事：認定委員長 

コロナ感染の現況において会員の皆様に不利益を生じさせない方策について学会執行部で

協議を行っています。 

現在、すべての学会資格の 1年間の更新猶予期間、猶予期間中も猶予申請書を提出した有

資格者には猶予期間においても資格有効である証明書を発行することを決定し、先日、すべ

ての有資格者、また研修施設長に通知をしています。 

 各種教育講座、臨床技術向上講習会に関しては WEB 開催とし、多くの会員が登録、視聴が

できる環境設定へ学会執行部で検討が行われています。 

 学会各種資格試験は現状、通常通りの日程、試験方法を考えていますが、コロナ感染の状

況如何によっては日程の順延や試験方法の変更もやむなきことであり、学会執行部では現

在の動向を観察しつつ、代替方法等の協議を行っています。 

                           2020 年 4 月 17 日 記載 

 

塩田 真 専務理事： 

COVID-19 に関連して HP にインプラントならびに関連手術に関する留意事項を掲載しまし

た。 

 5 月１日にメールマガジンを発送予定です。掲載内容は今後変更する可能性がありますが、



適宜お知らせをする予定ですのでご注意ください。（広報委員会） 

 専門医育成研修カリキュラムが最終的な段階に入ってまいりました。（教育研修委員会） 

 

宮﨑 隆 理事長： 

今年の正月時点ではオリンピック開催の年に学会 50 周年記念事業、記念大会を開催でき

る希望の年と信じていましたが、コロナ感染で国内外が非常事態に陥り、学会事業において

も変更ならびに縮小を余儀なくされています。 

50 回記念大会は井汲大会長ならびに田中実行委員長のご尽力で順調に準備が進んでいま

したが、会員ならびに関係者の健康を守る観点から通常開催を断念いたしました。 

各種講習会や試験等においても、歯科界を含めた社会の経済的な疲弊を考慮して、会員フ

ァーストの観点から見直しを検討しています。 

一方、口腔インプラント治療指針、用語集、実習書などの学会編集書籍の改訂作業は順調

に終わり、間もなく発行します。会員にはホームページからご案内します。50 周年記念誌

および国民向け書籍の編集も順調に進んでいます。新しい専門医制度については、2月の新

潟の学術大会時にシンポジウムを開催して、厚労省、歯科専門医機構の考えを示していただ

きました。顎顔面インプラント学会と連携して、専門医機構の認証を受けるほうを優先して

取り組む方針を立てています。コロナ感染拡大で作業が少し滞りましたが、急いで進めてま

いります。 

 

 

 

（２）第 39 回関東・甲信越支部学術大会開催報告   

渡邉 文彦 大会長より、2020 年 2 月 15 日（土）～2月 16 日（日）、朱鷺メッセ新潟コン

ベンションセンターにて公益社団法人 日本口腔インプラント学会第 39 回関東・甲信越支

部学術大会が開催され、 

参加者は 949 名と大勢の方にご参加頂き、大変有意義な支部大会とすることができた旨が

報告された。 

 

（３）第 50 回記念学術大会準備状況          

井汲 憲治 大会長より、50 回記念大会は通常開催ではなく、縮小した形（WEB 開催など）で

開催すること、50 周年記念式典・祝賀会は延期することが報告された。今後の対応や開催

形式に関しては、随時学会ホームページ等でご案内するとのことであった。 

 

（４）第 41 回関東・甲信越支部学術大会進捗状況    

萩原 芳幸 大会長より、2022 年に開催予定の第 41 回関東甲信越支部会について、 



2022 年 2 月 26・27 日（土・日）に京王プラザホテル（新宿区）にて開催予定であることが

報告された。 

 

（５）次期支部選出理事・支部長について   

小森 規雄 選挙管理委員長より、宮﨑隆・塩田真・萩原芳幸・大久保力廣・渡沼敏夫・簗瀬

武史・井汲憲治の７名(敬称略)を次期理事候補者として選出し、次期支部長候補者は簗瀬 

武史氏となる旨、報告された。 

 

（６）令和元年度支部学術賞受賞者について   

尾関 雅彦 学術委員長より、第 11 回支部学術賞は以下の通りであることが報告された。 

口演基礎系 

O-2-36「尾部懸垂マウスへ埋入したインプラントが周囲骨に与える影響」 

 大津 雄人先生（東京歯科大学口腔インプラント学講座）  

 口演臨床系 

O-2-27「ショートインプラントの骨内安定性について」 

 古川 丈博先生 （東京歯科大学口腔インプラント学講座） 

  

ポスター基礎系 

P-4「骨膜シートの骨再生機序における骨髄由来細胞の役割」 

 上松 晃也先生（新潟大学医歯学総合病院インプラント治療部）  

ポスター臨床系 

P-6「CT を用いた上顎洞底挙上術後の骨補填材の経時的変化の測定について」 

 川谷 孝士先生（日本歯科大学口腔インプラント科） 

 

（７）関東・甲信越支部次期執行方針に関して （資料８） 

簗瀬 武史 次期支部長候補者より、9 項目にわたり次期支部の運営方針等が説明

された。広告可能専門医の実現に関してはどのようなお考えでしょうかとの質問が

あり、現況について詳細に回答された。 

 

５． 審議事項 

①令和元年度支部 事業報告書（案）について 

井汲 憲治支部長より、令和元年度支部 事業報告書（案）についての説明がなされ、

審議の結果、全員一致で承認となった。 

 

②令和元年度支部 決算報告書（案）について  

樋口 大輔 財務委員長より、令和元年度支部 決算報告書（案）についての説明がなさ

れ、加藤仁夫監事・渡沼敏夫監事による監査報告の後に審議され、その結果、全員一致



で承認となった。 

 

③令和 2年度支部 事業計画書（案）について  

小田 茂 総務委員長より、令和 2年度支部 事業計画書（案）について説明がなされ、

審議の結果、全員一致で承認となった。なお、第 40 回支部大会や市民公開講座の開催

について質問があり、今後の状況によって開催形式等は変更になる旨、追加説明され

た。 

 


